
30 年度実績に関する施策・基本事業評価表 （兼 主要な施策の成果報告書補足資料）

単位

本 13 (13) 12 (12) 12 (12) 11 (11) 12 (12) 11 (11)

本 4 (4) 4 (4) 4 (4) 4 (4) 4 (4) 4 (4)

本 9 (9) 8 (8) 8 (8) 7 (7) 8 (8) 7 (7)

本

本

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

千円

千円

円

人

施策を実行す
るうえで基本と

なる事業

基本事業① 芸術文化活動の推進

主管課名 生涯学習・スポーツ課

関係課名 埋没林博物館、図書館、水族博物館

施策が目指す
すがた

・様々な芸術文化にふれる機会が多く、市民が活気と潤いに満ちています。
・伝統文化が継承され、市民が郷土の伝統や文化に愛着と誇りを持っています。

施策の成果向
上に向けての

住民と行政との
役割分担や地
域等への期待

など

市　　民
・

事 業 所

・積極的に芸術文化活動に参加します。
・市の歴史や伝統文化、文化財に関心を持ち将来に伝えていきます。

行　　政
・芸術文化振興のため、発表会や優れた芸術活動の奨励に取り組みます。
・伝統文化、文化財の保護・継承に努めます。

そ の 他
（地　　域）

平成

基本目標№ 4 基本目標名 人と文化を育むまち

施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

基本事業② 地域の歴史や文化の保存・継承

基本事業③

基本事業④

施策の
トータルコスト

区　　分 25年度実績 26年度実績 27年度実績 28年度実績

基本事業④を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

Ｂ．事業費　（事務事業の事業費合計） 101,207 96,325

Ａ．本施策を構成する事務事業の数

基本事業①を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業②を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

基本事業③を構成する事務事業の数（うち自治事務数）

95,256

94,597

基本事業①を構成する事務事業の決算額小計 89,157 87,767 82,881 88,534 104,372

29年度実績 30年度実績

12,050 8,558 11,716 12,179 24,333 20,021

100,713 128,705 115,277

基本事業②を構成する事務事業の決算額小計

基本事業④を構成する事務事業の決算額小計

基本事業③を構成する事務事業の決算額小計

　同　　上
円 2,832 2,815 2,698

27 37

2,870 3,766

506 512
Ｈ．人件費　（定義式　：　Ｅ／人口 ）

31

Ｄ．事務事業に要する年間総時間 5,600 6,000 5,220 5,320 7,640 6,260

効 率 性
指　　標

市民１人あたりにおける施策の
円 2,298 2,212 2,192

Ｃ．施策に携わる正規職員数合計 32 30 28

2,736
Ｇ．事業費　（定義式　：　Ｂ／人口 ）

　同　　上
円 533 604

魚津市の人口（各年度12月末時点） 44,036 43,555 43,152

26,292 21,825 21,871 30,766

3,332
Ⅰ．トータルコスト　（定義式　：　Ｆ／人口 ）

727 596

2,358 3,040

25,115

Ｆ．トータルコスト　（Ｂ＋Ｅ） 124,693 122,617 116,422 122,584 159,471 140,392

Ｅ．人件費　（Ｄ×１時間あたりの平均人件費） 23,486

4,012

42,706 42,340
参　　考

１時間あたりの平均人件費 4,194 4,382 4,181 4,111 4,027

42,132
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基本事業名 ①芸術文化活動の推進

基本事業の目的（意図） 芸術文化活動に数多く触れ、市民の誰もが心の潤いと心の豊かさを実感できます。

平成30年度における
主な事業内容（活動内容）

H30年度 H31年度 H32年度
(最終目標年度)

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ①

施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

40,125 39,660

【音楽のまちづくり推進事業】
・「おんがく広場＠Senzoku魚津」へ事業を委託し、公共施設での出前コンサートや市民のためのクラシック講座、小中学校での音楽
指導を行い、市民が音楽に気軽に親しめる環境を作り、当市の音楽文化の振興を図りました。
【新川文化ホール管理事業、新川文化ホール鑑賞事業】
・指定管理者と協議しながら、幅広い分野にわたりバランスのとれた鑑賞事業などを実施しました。
・小学５・６年生、中学２年生を対象にした舞台芸術鑑賞会をそれぞれ実施しました。また、市内全中学生を対象に県立美術館所蔵作
品の鑑賞会を実施しました。
【芸術文化振興事業】
・芸術文化団体などへの補助金交付を通じて、芸術文化活動を支援しました。

44,094 46,727
50,000

38.0 39.0 40.0

29.4 28.4 33.9

37.0

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

芸術文化活動に触れる機会が多くあると思う市民の割
合

％ 24.2 32.5 27.7
36.0

39,593

新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館の自主
企画事業の参加者数

人 57,441

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

55,000 60,000 65,000 70,000

生涯学習・スポーツ課

一般会計 芸術文化振興事業

生涯学習・スポーツ課

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

№ 会計名 事務事業名
平成30年度

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円） １次評価結果

一般会計 音楽のまちづくり推進事業 2,720,000 2,719,721 279 Ｂ

生涯学習・スポーツ課

一般会計 新川文化ホール鑑賞事業 1,562,000 567,780 994,220 -

1,311,000 1,249,516 61,484 Ｂ

0

生涯学習・スポーツ課

0

一般会計 新川文化ホール管理事業 93,846,280 90,719,000 3,127,280 Ｂ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 99,439,280 95,256,017 4,183,263
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基本事業の目的（意図） 郷土の文化財・伝統文化の保存活用に努めるとともに、市民の郷土を愛する意識を高めます。

平成30年度における
主な事業内容（活動内容）

【文化財保存事業】
・７～11月にかけて、教育委員会や図書館、歴史民俗博物館主催による、米騒動100年記念関連イベント（企画展、講演会、まち歩
き、フォーラム、記録集の作成等）を開催しました。「魚津のタテモン行事」ではボランティア協力隊の募集などを通じた支援を実施しま
した。
【遺跡試掘調査事業】埋蔵文化財包蔵地内における試掘調査を６件実施しました。
・松倉城跡の詳細調査では、これまでの調査結果をまとめ調査報告書を発行し、その成果について文化庁で報告を行いました。
【市史刊行・普及事業（魚津市史　自然編）】
・魚津市史（自然編）の執筆をしました。
【たてもんと全国植樹祭レガシー事業】
・平成29年度から３か年計画で地元産の木材でタテモンを製作することを目指して植樹し、たてもんの森を整備する「たてもんの森」プ
ロジェクト事業と後継者育成事業、運営支援事業で構成。たてもんの運営支援や後継者育成支援を実施し、10月27日には83名の参
加者を集い、学びの森天神山交流館敷地内で植樹を行いました。

成果指標名 単位

実績値 目標値（上段）及び実績値（下段）

基 本 事 業 概 要 シ ー ト ②

施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

基本事業名 ②地域の歴史や文化の保存・継承

70.0

58.6 58.7 67.0

H22年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度
(最終目標年度)

61.0

400
200 308 310

320

370 380 390

郷土の歴史や伝統などが継承され、自然に育まれた文
化が豊かであると感じている市民の割合

％ 37.8 56.2 53.7
59.0

360

64.0 67.0

たてもんボランティアの参加人数 人
299 357

一般会計 遺跡調査事業 12,150,000

№ 会計名 事務事業名
平成30年度

10,594,256 1,555,744 Ｂ

１次評価結果

一般会計 文化財管理事業 1,324,000 857,136 466,864 生涯学習・スポーツ課-

基本事業を構成する事務事業の実績（○：評価対象事業（総合計画の主な事業など）　-：評価対象外事業）

担当課
予算現額（円） 決 算 額（円） 予算残額（円）

生涯学習・スポーツ課一般会計 埋蔵文化財調査室管理事業 224,000 185,674 38,326 -

50,000 49,315 685 -

6,395,400

生涯学習・スポーツ課

生涯学習・スポーツ課

埋没林博物館

0

2,453,887 Ｂ

0

一般会計

一般会計 文化財保護団体育成事業 3,005,520 1,942,780 1,062,740 Ｂ

生涯学習・スポーツ課

一般会計 たてもんと全国植樹祭レガシー事業 6,131,000 2,450,157 3,680,843 Ａ 生涯学習・スポーツ課

市史編纂植物・地質調査事業

3,941,513

0

0

一般会計 文化財保存事業

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

合　　計 29,279,920 20,020,831 9,259,089
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施 策 № 32 施 策 名 文化の振興

平成30年度の
評価結果（基本
事業の成果を
考慮し記載）

１．施策（基本事業）の成果水準とその背景

３．施策の課題認識及び取り組み状況

　（成果水準が、ここ数年の間どのように推移しているか、近隣他市と比較してどうか、住民期待水準と比較してどうかなどを記述）

【①芸術文化活動の推進】
◆芸術文化に触れる機会が多くあると感じる市民の割合は、前年度に比べて5.5ポイント増加し、33.9％になりました。
◆新川文化ホールや新川学びの森天神山交流館の自主事業の参加者は、前年度に比較して67人減少し、39,593人となりました。
◆本市には、新川文化ホールと新川学びの森天神山交流館の文化施設があり、その中で行われている文化芸術活動は、近隣他市、同規模市に比
較しても充実しています。

【②地域の歴史や文化の保存・継承】
◆郷土の歴史や伝統などが継承され、自然に育まれた文化が豊かであると感じている市民の割合は、前年度に比べ8.3ポイント増加し、67.0％になり
ました。
◆たてもんボランティアの平成30年度の参加者数は357人と前年度に比較して58人増加しました。

２．施策の成果実績に結びついている主な取り組み（事務事業）の総括

　（平成30年度において、施策及び基本事業の成果向上に貢献した主な事務事業の取組み内容を中心に記述）

【①芸術文化活動の推進】
＜新川文化ホール鑑賞事業＞
◆子どもたちの豊かな感性を育むために、小中学生に舞台芸術や美術を直接鑑賞する機会を提供しました。（小学５・６年生及び中学２年生の舞台芸
術鑑賞会、全中学生の美術鑑賞会）
＜芸術文化振興事業＞
◆文化芸術団体の活動助成や、新川文化ホール展示ホール及びミラージュギャラリーにおける市美協会員展の開催支援は、市民の芸術文化活動の
充実に結び付きます。

【②地域の歴史や文化の保存・継承】
＜文化財保存事業（魚津の米騒動100年記念事業）＞
７月から11月にかけて、教育委員会や図書館、歴史民俗博物館主催による、米騒動100年記念関連イベント（企画展、講演会、まち歩き、フォーラム
等）を開催しました。また、11月に開催した米騒動フォーラムの記録集（魚津市立博物館紀要）を作成しました。

＜遺跡調査事業＞
◆松倉城跡詳細調査では、これまでの調査結果をまとめ、調査報告書を発刊し、文化庁において報告を行いました。
＜たてもんと全国植樹祭レガシー事業＞
◆タテモン行事のユネスコ無形遺産登録と全国植樹祭の開催を契機に、たてもんを将来地元産の木材で製作することを目指し、スギやケヤキ、ヒノキ
を平成29年度から３か年計画で植樹するため、「たてもんの森」プロジェクト植樹祭を開催しました。（参加者　83名）
◆たてもん保存会へ祭りの運営や後継者育成のための支援を行いました。

　（前年度末で残った課題、既に現年度で取り組んでいること、又は取り組むこととしている予定を記述）

【①芸術文化活動の推進】
◆新川文化ホールや学びの森交流館で開催するコンサートや企画展については、指定管理者と協議しながら幅広い市民の要望を取り入れた内容と
なることを重視しておりますが、成果指標である参加者数の増加に結びついていません。今後も幅広い分野の魅力ある企画事業をバランスよく開催し
ながら、来館者の増加につながるよう工夫しながら実施します。
◆文化施設等を計画的で効率的に維持運営していくためにも、個別施設の長寿命化計画策定を検討していきます。

【②地域の歴史や文化の保存・継承】
◆松倉城跡調査報告書を活用し、松倉地区及び市民向けの報告会等を継続して実施し、学術的な価値を広めるとともに、その保存と利活用を検討し
ながら、計画的に国指定文化財を目指します。
◆たてもんを地元産材でつくることができるよう新川学びの森天神山交流館内で整備した「たてもんの森」を、見守り、育てながら、海と山をつなぐ文化
を育む取組みを引き続き行います。
◆米騒動をはじめ、魚津の蜃気楼や円筒分水など、本市における未来へ引き継ぐ地域遺産について引き続き検証し、保存及び継承、利活用に努め
ます。
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部会評価
（協議結果、今
後の方針及び
課題等につい

て記載）

◆松倉城跡の国史跡指定に向けて、土地所有者の同意などの課題を引き続き整理を行い、国指定を目指し計画的に進めるすること。
◆ユネスコ無形文化遺産に登録された「タテモン行事」の保存・継承のため、担い手確保や後継者育成等を継続して実施するとともに、市内の伝統文
化等に対する保存継承のための具体策を検討すること。
◆米騒動に関して貴重な財産である米倉の保存・活用策について引き続き検討すること。

施策の方針
（今後の事務の
取組みの参考）

◆松倉城跡の国指定史跡、蜃気楼や円筒分水の国文化財登録等に向けた取組みを推進します。
◆ユネスコ無形文化遺産「タテモン行事」や市内の伝統文化等の保存・継承の取組みを推進します。
◆貴重な財産である米倉の保存・活用策について、引き続き検討します。
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